
る
が
、
当
地
域
の
実
態
を
示
す
史
料
が
見
当
ら
な

い
た
め
、
日
根
野
で
分
下
し
う
る
以
上
の
具
体
像

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
松
尾
寺

の
相
伝
す
る
和
泉
国
惣
講
師
職
な
る
も
の
の
存
在

は
非
常
に
興
味
深
く
、
本
書
で
扱
い
え
た
断
で
は

す
で
に
得
分
権
化
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
問

題
は
前
述
し
た
大
念
仏
本
尊
廻
在
や
次
の
第
五
節

「
戦
国
時
代
」
で
ふ
れ
て
い
る
惣
長
者
、
さ
ら
に

は
国
衙
や
守
護
体
制
の
問
題
と
か
渡
辺
党
の
惣
管

職
の
問
題
と
も
関
連
さ
せ
て
、
今
後
和
泉
一
国
規

模
の
分
業
形
態
の
問
題
と
し
て
深
め
て
い
く
素
材

と
な
ろ
う
。

　
最
後
に
な
っ
た
が
、
本
書
の
後
半
部
分
の
芭
百

六
十
頁
余
が
史
料
編
と
な
っ
て
お
り
、
約
五
十
点

の
松
尾
寺
文
書
を
は
じ
め
公
卿
日
記
か
ら
在
地
文

書
ま
で
本
編
の
典
拠
と
な
っ
た
史
料
を
収
録
し
て

あ
り
、
学
界
に
御
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
あ

ら
た
め
て
三
浦
氏
の
労
に
感
謝
し
て
筆
を
お
く
こ

と
と
す
る
。

　
　
（
A
5
判
一
七
一
二
七
｝
貝
　
昭
和
照
○
年
一
一
月
　
山
く
阪

　
　
府
和
泉
市
役
断
発
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
田
修
霊
）

学
界
消
息

R
【
本
塘
理
蛍
T
A
瓜
　
　
一
九
六
幽
ハ
年
度
累
累
大
会

　
四
月
一
藏
～
三
日
　
研
究
発
表

　
闘
月
四
日
～
山
ハ
臼
　
巡
u
検

　
於
、
立
正
大
学
文
学
部

　
く
会
幾
講
演
V

　
鎖
本
に
お
け
る
地
誌
の
伝
統
と
そ
の
思
想
的
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
龍
次
郎

　
く
研
究
発
表
V

　
会
津
盆
地
に
お
け
る
水
田
裏
作
　
　
　
　
大
沢
典
…
郎

管
平
の
嬬
恋
の
高
冷
野
菜
　
　
　
　
　
　
掬
藤

甲
府
盆
地
西
部
地
城
の
温
室
園
芸
　
　
　
松
井

関
東
に
お
け
る
養
鶏
業
の
発
展
　
　
　
　
長
島

さ
く
河
性
サ
ケ
・
マ
ス
漁
…
獲
蟻
の
地
現
的
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉

最
近
の
本
邦
に
お
け
る
太
～
炭
生
産
地
の
変
貌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
宿

四
韻
地
方
の
製
炭
類
型
　
　
　
　
　
　
　
篠
原

わ
が
圏
に
お
け
る
ス
ギ
の
さ
し
木
地
域
　
松
村

弘貞武
道雄夫

徳
爾

国璽光
一則一一一

三
重
県
を
除
く
沿
海
地
域
に
お
け
る
真
珠
の
養
殖
の

　
展
謝
（
第
三
報
）
　
　
　
　
　
　
　
小
藥
　
　
宏

強
盗
島
・
諸
島
の
地
図
に
つ
い
て
　
　
　
木
村
束
一
郎

香
港
に
お
け
る
消
費
生
活
条
件
の
特
質
　
横
位
〔
　
昭
市

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
口
㊦
巴
住
①
鵠
鉱
鉱
O
O
諺
ヨ
¢
5
零
唄

　
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
馬
　
正
胤

英
国
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
採
来
　
　
　
　

井
内
　
　
昇

ア
メ
リ
カ
都
市
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
グ
ル
…

　
プ
の
生
態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
神
　
　
弘

北
、
西
ド
イ
ツ
℃
㊤
α
巽
σ
。
鐸
台
地
上
の
苫
葺
と

　
そ
の
構
造
変
化
　
　
　
　
　
　
　
　
浮
田
　
典
良

遠
州
灘
沿
岸
西
部
に
お
け
る
海
浜
堆
積
物
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
内
　
秀
夫

静
岡
県
ゴ
一
保
半
島
に
お
け
る
海
浜
変
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
則
正
罵
そ
の
他

南
演
台
地
縁
の
海
蝕
地
形
に
つ
い
て
　
　
高
橋
　
達
郎

種
子
島
の
海
岸
段
丘
　
　
　
　
　
　
　
　
中
沼
　
　
高

兵
庫
県
大
塩
沿
岸
水
域
の
底
質
の
鰻
掴
分
布
に
つ
い

　
て
井
口
正
男
・
高
村
弘
澱
∵
原
昭
宏

日
本
海
の
海
底
地
形
構
造
　
茂
木
昭
夫
・
川
上
喜
代
四

日
本
海
の
海
底
后
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
上
喜
代
四
・
茂
木
昭
夫

太
洋
水
深
総
図
の
海
底
地
形
の
地
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
崎
卓
｝
・
川
上
二
代
四

沖
永
良
部
｛
島
に
於
け
る
集
落
の
屋
敷
名
に
よ
る
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
口
弥
一
郎

磐
城
あ
村
落
構
成
一
と
マ
ッ
リ
　
　
　
　
　
高
太
～
秀
樹
一

近
世
前
期
の
軽
在
家
一
大
磯
丘
陵
北
西
地
域
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
暦
幸
雄

吉
野
川
下
流
平
賢
に
お
け
る
条
里
の
復
原
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
　
昌
之

高
須
北
中
に
お
け
る
株
井
戸
の
鷹
史
地
理
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
原
　
義
継

和
泉
地
方
に
お
け
る
耕
地
整
理
・
土
地
区
画
整
理
区

　
城
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
越
勝
秋

神
通
川
水
系
の
電
源
醐
発
の
経
過
と
そ
の
特
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
林
　
吉
弘
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紀
の
慰
川
平
野
に
お
け
る
灌
瀧
水
利
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
内
　
義
隆

新
潟
平
野
爾
部
繭
州
流
域
の
灘
瀧
水
利
　
礎
部
　
利
貞

河
川
の
人
文
地
理
的
分
類
に
関
す
る
一
試
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
滝
健
一
郎

郡
由
に
お
け
る
工
業
地
域
形
成
の
展
開
　
吉
田
　
　
宏

大
都
市
日
用
消
費
財
工
業
の
存
立
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
出
策
夫
・
竹
内
淳
彦

造
船
業
に
お
け
る
下
請
利
用
の
地
域
的
差
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
茂

徳
島
県
の
工
業
開
発
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
見
　
之
雄

窟
京
杉
並
方
薦
の
医
師
の
分
布
と
抽
田
調
査
に
よ
る

　
そ
の
実
態
…
第
三
報
－
　
　
　
　
　
　
今
材
　
学
郎

鼠
勢
調
査
入
口
の
誤
差
　
　
　
　
　
　
　
今
村
　
学
郎

．
混
寒
地
に
お
け
る
観
光
産
業
の
形
成
…
鬼
怒
川
．
伊

　
香
保
温
泉
を
中
心
と
し
て
1
　
　
　
　
山
村

樹
本
の
高
地
に
お
け
る
観
光
地
発
展
の
諸
条
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井

徳
井
県
閥
谷
村
に
お
け
る
水
害
と
被
災
著
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
田

積
雪
地
域
に
お
け
る
社
会
問
題
　
　
　
　
市
川

広
島
県
に
お
け
る
移
民
緑
村
の
研
究
①
　
石
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本

束
北
、

　
タ
；
ソ
と
そ
の
特
性
　
　
　
　
　
　
金
藤

　順
実次

友健忠
紀夫夫

明
治
大
正
期
に
お
け
る
離
村
地
域
形
成
と
そ
の
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実

　
　
　
関
束
に
お
け
る
農
家
入
口
減
少
の
地
域
的
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泰
伸

石
垣
島
に
於
け
る
開
拓
移
民
の
定
着
率
と
子
女
の
離

　
村
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
嶺
康
戒

葭
勢
調
杳
結
果
か
ら
み
た
市
町
村
入
口
の
増
置
と
そ

　
の
類
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
　
篤

わ
が
国
に
お
け
る
経
済
人
ロ
ポ
テ
ソ
シ
ャ
ル
の
分
布

　
に
つ
い
て
　
　
出
本
正
ゴ
丁
帯
く
野
隆
史
・
高
島
伸
欣

昼
夜
入
口
の
癖
離
と
行
政
区
画
　
　
　
　
田
辺
　
　
裕

わ
が
岡
大
都
市
地
域
に
お
け
る
入
口
増
加
率
分
獅
の

　
推
移
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
達
雄

東
京
の
都
心
地
域
を
め
ぐ
る
機
能
の
地
域
約
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
水
　
照
雄

8
R
統
計
法
に
よ
る
都
市
…
機
能
変
化
の
分
布
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
良
雄

江
戸
市
街
地
拡
大
と
土
地
造
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沢
　
利
雄

都
市
パ
タ
ー
ン
の
概
念
図
式
　
　
　
　
　
服
部
錐
二
郎

東
京
に
お
け
る
繁
華
街
性
地
域
の
構
造
　
松
沢
　
光
雄

東
京
大
都
市
瑚
に
お
け
る
金
融
機
関
の
集
中
と
立
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
鹿
誠
次

北
海
道
に
お
け
る
梢
頭
構
造
　
小
川
博
三
・
村
田
　
博

三
国
園
道
の
開
通
が
周
辺
地
域
に
及
ぼ
す
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
有
末
武
夫
・
薦
井
実
・
山
本
正
三

そ
の
他
、
自
然
地
理
に
関
す
る
研
究
発
表
が
行
な
わ
れ

た
。
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会
　
告

　
さ
る
三
月
七
撮
国
民
の
祝
珊
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
案
の
国
会
以
降

に
対
し
、
本
会
の
ほ
か
関
西
五
学
会
協
議
の
も
と
に
、
次
の
声
明
を
発
表
い

た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
声
　
　
　
明

　
　
本
日
「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
案
が

　
国
会
に
上
提
さ
れ
、
敬
老
の
日
・
体
育
の
臼
と
共
に
、
旧
紀

　
元
節
の
二
月
十
一
日
を
、
建
国
記
念
日
と
定
め
る
旨
の
法
律

　
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
わ
た
く
し
ど
も
は
、
歴
史
研
究
の
立
場
か
ら
こ
の
改
正
に

　
　
よ
り
、
建
国
記
年
日
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
は
強
い
三
三
の

　
念
を
い
だ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
史
実
の
上
で
ま
っ
た
く
根

　
拠
の
な
い
二
月
十
一
目
を
建
国
記
念
日
と
す
る
こ
と
は
、
国

　
　
民
の
歴
史
教
育
、
ひ
い
て
は
そ
の
歴
史
意
識
に
混
乱
を
ま
ね

　
　
く
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
を
深
く
憂
慮
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
、
わ
た
く
し
ど
も
関
西
地
方
の

　
　
歴
史
関
係
諸
学
会
は
一
致
し
て
法
案
の
制
定
に
反
対
の
意
志

　
　
を
表
明
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
昭
和
四
十
一
年
三
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
歴
　
史
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
本
史
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
　
庫
　
史
　
学
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
主
主
義
科
学
者
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
支
部
歴
史
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
科
学
協
議
会

本
会
斬
役
員

本
会
役
員
の
任
期
は
、
さ
る
三
月
三
十
一
臼
を
も
っ
て
満
了
し
、
薪
役
員

は
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
　
　
小
葉
田
　
淳

理
事

会
田
雄
次

ぷ

有
光
教
一

ホ

織
田
武
雄

佐
藤
　
　
長

時
野
谷
勝

長
広
敏
雄

林
屋
辰
三
郎

水
野
清
一

．
監
事
　
　
内
田
吟
風

評
議
員
　
石
田
一
良

梅
漢
　
　
昇

大
島
利
一

木
内
信
蔵

小
林
行
雄

み

赤
松
俊
秀

井
上
智
勇

貝
塚
茂
樹

柴
田
　
実

豊
田
　
尭

西
村
睦
男

藤
岡
謙
二
郎

森
　
鹿
三

村
松
繁
樹

今
津
　
晃

小
畑
龍
雄

岡
崎
　
　
敬

み
ぷ岸

　
　
俊
男

酒
井
三
郎

秋
山
国
三

小
野
川
秀
美

佐
伯
　
富

田
村
実
造

中
山
治
一

羽
田
　
　
霞

み前
川
貞
次
郎

（
＊
印
常
務
）

今
中
寛
司

み
ぷ越

智
武
臣

愛
宕
松
男

慶
松
光
雄

ぷ水
津
一
朗
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委
　
員

澄
田
正
一

竹
田
聴
洲

内
藤
　
　
晃

野
恩
三
郎

原
　
弘
二
郎

平
山
敏
治
郎

藤
原
利
一
郎

前
田
一
良

水
川
温
二

村
山
修
一

山
本
達
郎

横
田
健
一

末
永
雅
雄

高
瀬
重
雄

角
田
文
衛

西
井
卍
巴

ぷ
ぷ荻

原
加
平

ま
ぶ樋

口
隆
康

福
尾
猛
市
郎

別
技
篤
彦

松
井
武
敏

宮
崎
円
遵

山
口
平
四
郎

米
倉
二
郎

（
評
議
員
＊
＊
印
は
委
員
兼
務
）

熱
田
　
　
公

小
貫
　
　
徹

石
原
　
　
潤

近
藤
喬
一

鈴
木
測
高

竹
内
理
三

奈
良
本
辰
也

野
上
俊
静

林
　
健
太
郎

日
野
開
三
郎

藤
井
　
　
駿

宝
月
圭
吾

松
本
僑
広

武
藤
　
　
霊

山
晦
　
　
弘

朝
尾
直
弘

稲
葉
一
郎

武
藤
　
　
薩

（
な
お
前
評
議
員
小
牧
実
繁
氏
は
、
本
会
顧
問
に
推
薦
）

委
員
会
だ
よ
り

◇
…
本
号
、
刊
行
が
い
さ
さ
か
お
く
れ
て
い
る
こ
と
を
率
い
に
「
第
四
種
・
学

術
刊
行
物
」
認
可
後
の
や
す
い
料
金
で
お
届
け
す
る
べ
く
発
送
を
待
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
お
役
所
仕
事
に
て
今
に
認
可
が
お
り
ま
せ
ず
、
止
む
な
く
高
い
郵

送
料
金
を
も
ろ
に
か
ぶ
っ
て
、
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

◇
…
結
局
本
号
、
ア
ブ
ハ
チ
と
ら
ず
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
い
う
の
も
皆

様
方
か
ら
お
預
か
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
会
費
、
一
文
も
無
駄
に
は
す
ま
い
と

の
考
え
か
ら
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
辺
の
事
情
あ
し
か
ら
ず
ご
賢
察
下
さ
い
。

会
誌
発
送
が
お
く
れ
ま
し
た
結
果
、
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
に
て
お
納
め
い
た
だ
く
筈

（
，
．
）
の
会
費
が
当
方
の
希
望
額
を
下
廻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
会
費
不
足
の

方
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
…
次
号
に
は
、
昨
年
度
大
会
講
演
の
貝
塚
茂
樹
氏
は
じ
め
村
山
修
一
、
河
北

稔
、
米
田
治
泰
の
諸
氏
、
お
よ
び
菊
地
康
明
氏
の
続
編
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
郵
送
料
の
第
四
種
指
定
後
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
九
月
下
旬
と

な
り
ま
す
の
で
お
含
み
お
き
下
さ
い
。

◇
…
な
お
郵
送
料
は
軽
減
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
分
は
印
稠
費
の
値
上
が
り
で
す

べ
て
吸
収
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
従
い
ま
し
て

会
費
値
下
げ
、
あ
る
い

は
増
頁
な
ど
の
措
置
は

と
る
わ
け
に
は
参
り
ま

せ
ん
の
で
合
わ
せ
て
お

含
み
下
さ
い
。

一
九
山
ハ
山
ハ
年
四
州
町
鳶
二
五
日
印
刷

｛
九
六
六
年
五
月
一
日
発
行

史

発
行
所

印
刷
所

定
価
三
〇
〇
円

　　　　京京
中無史踊扇

株韓研内擁
式k畷究　）
ム中　　一
瓜町　　五社き編章

王51　（483）


